
観　光観　光 ロケツーリズム
地方への誘客方法の一つとして注目されているものに「ロケツーリズム」があります。ロケツーリ

ズムとは、映画やドラマのロケ地を訪ね、風景を見たり食事をしたりする観光形態のことをいいま
す。映画やドラマなどの映像を通して地域の魅力を再発見するきっかけを作り、「ロケ地」を観光
資源として活用することで国内外からの誘客を図ります。

ロケツーリズムを効率的、効果的に推進するためには、①ロケ支援度の向上、②ロケ地行楽度
の向上、③観光客・リピーターの確保、④地域との連携という４つの視点で取り組むことが望まし
いとされています（図表１）。①のロケ支援度とは、ロケを行う製作者のニーズを把握し、撮影しや
すい環境を作るなど、ロケの受入れ体制が整っているかの度合いです。ロケ支援度が高いほど、
次回作の誘致や他の作品のロケ誘致につながることが期待できます。②のロケ地行楽度とは、実
際の撮影現場などを記したロケ地マップの作成や、出演者が食した地元グルメの紹介をするな
ど、ロケ地訪問者がそこで楽しめるかの度合いです。ロケ地行楽度が高いほど、訪問客のロケ地
周遊につながります。③は、ロケ地としての観光の盛り上がりを一過性にしないために、ロケ地を
訪れた観光客によるロケ地情報以外の地域の魅力の発信や、積極的なロケの誘致により新たな
観光客やリピーターを確保することです。④は、①から③を実現するために、ロケによる地域への
効果などを伝え、地域の理解、協力を得ることです。

ロケを誘致し、実際のロケをスムーズに進めるためにフィルムコミッションという組織が全国に
あり、三重県には11のフィルムコミッションがあります（図表２）。直近では、2018年９月に亀山市
フィルムコミッションが発足するなど、県内各地でロケの誘致活動が行われています。三重県の
フィルムコミッションでは、県内で撮影された映画のロケ地マップの作成のほか、県内外でロケ地
や特産品を紹介するイベントを実施し、ロケ地への誘客促進を図っています。

ロケの誘致は、有名な景勝地などがないところであっても、ロケを誘致するたびに新たな観光
資源を生み出すことができ、新たな層の観光客を呼び込むことができます。その結果、地域にとっ
ては、経済効果がもたらされるだけでなく、地域ぐるみでロケに協力することによる一体感が生ま
れます。ロケツーリズムの広がりは、観光振興だけでなく、地域経済の活性化につながると考えら
れます。
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（資料）観光庁「ロケツーリズムによる地域振興マニュアル」

図表１ ロケツーリズム推進に必要な４つの視点

（資料）観光三重ＨＰなどを基に三十三総研作成

図表２ 三重県内のフィルムコミッション
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がんと就労　－社会の中での支え－

国立がんセンターの2017年の統計予測によ
ると、全がん罹患者数は101万４千人となって
おり、がんの発症率は、50代までは女性が高
く、60代からは男性も高くなっています。今後
急速な高齢者社会を迎えるに当たり、高齢労働
者が増えることを推測しますと、多くの就労可
能な年齢にがんを患っている人の増加が予想
されます。つまり、就労は個人的な問題・意欲
にも関係しますが、労働力の確保という点から
も、がん患者の就労・復職は重要な課題となっ
ています。

そこで国の取り組みとして平成28年度まで
を目安とした厚生労働省の第２期がん対策推
進基本計画では、「働く世代や小児へのがん対
策の充実」事業が追加され、がん患者の就労支
援に関する取り組みがなされてきました。この
結果、「事業所における治療と職業生活の両立
支援のためのガイドライン」が公表され、がん
治療と仕事とを両立するため、事業所は時差出
勤や時間単位有給などの環境整備や相談・申し
出が行える「相談窓口」の設置、労働者や管理
職を対象とした研修による意識啓発を行うな
ど、両立支援に関する体制・制度は整備されつ
つあります。

また、国民の理解につなげるため、国立がん
研究センターでは「がんと共に働く 知る・伝
える・動きだす」プロジェクトが行われてお
り、セミナーや意見交換会を開催し、がんに
なっても就労し、社会参加が維持されるよう
な取り組みがされています。また、「がんと就
労のガイドブック」の作成にも取り組まれて
います。このような取り組みからがんに罹患

しても、治療を継続しながら就労し続け、社会
との繋がりを持ち、生きていける社会が求め
られています。お互いに支えあいながらがん
と共に生きていけるように、社会の中で支え
あっていきましょう。

本学も「よっかいちキャンサーリボン実行委
員会」に参加し、乳がんに関する支援をおこ
なったり、NPOワークスタイル・デザインが企
画している“働く世代である女性がん患者の就
労・生活ささえあいサロン”の「ぴありぼん
Café カフェ」と協働して、がん患者同士の座談
会や医師による「治療と仕事」に関する講座と
座談会をおこないました。その他、社会保険労
務士による就労個別相談、リラクセーションの
学びなど支援を行っております。このような取
り組みはいろんな場所や団体の主催で行われ
ております。

社会や会社でがん罹患者の就労を支援する
体制・制度が整備・実現されつつあります。患者
を対象に仕事と治療とを両立させるための無
料相談対応を行っているがん拠点病院もあり
ます。働くことは自身の活気にもつながりま
す。これらを上手く活用して、がん治療を続け
ながら働いていきましょう。
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